
 
                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育の町『おおつち』 
おおつちは、「0 歳から 18 歳まで

の一貫教育」「ふるさと科」「コミュ

ニティ・スクール」そして、「けやき

共育」のまちです。 

大槌町こども教育センター令和７年12月 

            文責 川越 

 

けやきルーム IN 大槌町こども教育センター「OLAI」 

〒028‐1131 岩手県上閉伊郡大槌町大槌第 23 地割 25－25 

Tel  0193-42-4232  

 11 月のけやきルーム版ふるさと科は、「吉里吉里探検隊」吉里吉里の町を探索して、水族館や買い物

体験などを行いました。当日は、後期課程の 3名が参加。3名とも吉里吉里の街中を歩くのは初めてと

いうことで、緊張した様子で探索を始めました。 

 

 

大槌町の海や川でとれた魚や貝などを展示して

いる小さな水族館です。採ってきたのは地元大槌

高校のはま留学生だそうです。毒があっても攻撃

しない魚がいたり、カニや魚とふれ合えるミニプ

ールがあったり、3人とも熱心に話を聞いて、じ

っくり観察していました。 

 

 看板もなく、一見、お店とはわからない

川勝商店。外から見える、お菓子の陳列に

「ここじゃない？」と恐る恐る入っていく

と、並んだお菓子を見て「おお！」と笑顔

に。200円ぴったりになるように頭の中

で計算しながら、食べたいお菓子を選んで

いました。 

 

 

 つつみこども園の隣にあるつつみテラス。おし

ゃれなカフェみたいです。中に入るとネットが張

ってあるくつろぎコーナーやキッチンがあり、何

度も「うわぁ！」と声が上がっていました。「普

段は放課後の学童で利用しているけど、こども食

堂やカフェもやっているのよ。遊びに来てね」と

いう園長先生の説明に、「はい！」と笑顔で答え

ていました。 

 

まずは、「行ってみよう！」という気持ちになることが大切です。今回、訪れた場所に興味を示し、熱心に話を聞

くだけでなく、質問をしている様子に、そして最後に、「ありがとうございました。」と自然に大きな声で挨拶してい

る姿に、経験や体験は、心を動かし、エネルギーを与えてくれるのだと思いました。きっとそれが楽しかったという

思いにつながっているはず。これからも、出会いを大切にした体験学習を企画していこうと思います。 

地図を頼りに目的

地を探します。 

 

 

この魚は

どこでと

れたの？ 

おしゃれ！ 

はい、おまけ！ 

やった！ありがとうご

ざいます。 


